
お薬を服用されている患者さんへ

当院は、後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用を推進しています

医療保険財政が厳しくなる中、政府の方針としてジェネリック医薬品の使用を推進

しています。そこで現在、厚生労働省を中心として患者さんが安心してジェネリック

医薬品を使用できるように品質の確保や情報提供など様々な取り組みがなされて

います。また、現在、医薬品の供給が不安定な状況になっております。

厚生労働省の指示により、円滑にお薬が受け取れるように、当院では後発医薬品

に変更する可能性があります。また、入院中のお薬について変更等があった場合

は担当医又は担当薬剤師にご質問ご相談ください。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、どんな薬？
①新薬の特許が切れた後に製造承認され先発医薬品と同じ有効成分、
同じ効能・効果をもつ医薬品のことです。

②新たな技術で服用しやすいお薬になっている医薬品も多数あります。

① 先発医薬品より、安価で経済的です。

・患者さんの自己負担の軽減、医療保険財政の改善につながります。

② 効き目や安全性は、先発品と同等です。

③ 欧米でも、幅広く使用されています。

・先発医薬品と同じレベルの品質・有効性・安全性について、厳しい基準で
審査をしています。
※薬の形、色や味は、先発医薬品と異なる場合があります。

・アメリカ、イギリス、ドイツなどでは８割以上がジェネリック医薬品です。
日本の後発医薬品のシェアも年々上昇しています。
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ご不明な点は、医師・薬剤師にご連絡・ご質問ください。


